








要約:沖縄県宮古・八重山母子一斉健診における心理相談の昭和54年から62年の成績から,

第一に 1歳代児・3歳代児とも一般健診における小児の神経症状態の相談人数比(例えば 1

歳代児で昭和 59 年以降 10 人中 5・6人の E群の受診)が増大傾向にあること,第二に 1歳・

3 歳代児とも問題の種類が多様化し,不安を中核とする神経症状態を占めるものが多くな

っていることを示した。従って,健診と事後指導において従来の発達の遅れ・心身障害への

対応と同時に,神経症状態への対応が急務であることを指摘し,定期的でかつ継続した心理

相談の場をつくることが重要であるとした。次に,心理相談の担当者の問題及び相談をすす

めていく上での研修・トレイニングについてふれた。 


